
東南アジアの自然と農業研究会 
第 121 回研究例会のご案内 

 
 第 121 回定例研究会を開催いたします。今回は、京都大学大学院アジア・アフリカ地域

研究研究科の小坂康之氏に下記のように報告していただきます。皆様のご参加と活発な討論

を期待してお待ちしております。 
 ※第4金曜日開催です．ご注意ください． 

記 
日   時： 2005 年 6月24日（金）午後4時～午後6時 
 
会   場： 東南アジア研究所  東棟２階第１教室 

京都市左京区吉田下阿達町 46 
川端通り荒神橋東詰め 

話題提供者： 小坂 康之 氏（京都大学大学院 アジア・アフリカ地域研究研究科） 
 
話   題： 「ラオス中部の丘陵地における土地利用と住民生業」 
 
要   旨： 
最近、人々の居住地に隣接する身近な自然への関心が高まる中で、自然環境利用に関する

在来知識が再評価されている。 
本発表では、ラオス中部の丘陵地における人々の資源利用を、スライドをまじえて紹介す

る。同地方では、丘陵上の地形に応じて林地、焼畑耕作地、草地、水田、屋敷地など、複数

の土地利用タイプがモザイク状に分布している。そしてそれぞれの土地利用タイプにおいて、

栽培植物だけでなく、野生動植物が日常的に採集されている。この調査事例について、①在

来知識は柔軟に変化するという視点、②異なる地理スケールで分析する視点、③異なる地域

との比較の視点、の3つの視点から考察する。 
 
 
問い合わせ先： 星川圭介  総合地球環境学研究所 

Tel. 075-229-6155  mailto: hoshi@chikyu.ac.jp 
田中耕司  京都大学東南アジア研究所 
Tel. 075-753-7307  mailto: kjtanaka@cseas.kyoto-u.ac.jp 

ホームページ： http://www.cseas.kyoto-u.ac.jp/seana/ 


